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設定されている施策は、ほぼ必要な内容を網羅していると考えます。その
上で、Society5.0を構成する重要なコアシステムとして運用するためには、
『スピード感』と『現実感』の視点での補強が必要と考えます。

『スピード感』については、グローバルの半導体産業の巨大投資がIoT分野
に流れ込むことにより、材料や機械などの分野と比較して桁違いのスピード
の動きとなることを考慮することが必要と考えます。

また、『現実感』については、開発されていくシステムを、各企業の現場が、
日常の活動に具体的に組み込む場面を想起できることが必要と考えます。

１．世の中の動向を踏まえた「新たなものづくりシステム」のブラッシュアップ

２．新たなものづくりシステム実現に必要な施策

・大手企業については、各施策を企業単位で統合するための推進施策
・中小企業については、各施策の具体的な実装を援助する施策
・両者に共通する事項として、モデルケースで効果を実証した施策のプラット
フォーム化を推進する施策、材料、加工などの差別化技術を開発する施策
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